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ը産業・雇用～『豊かさ』をつなぐまちをめざして～第２章

施策の方針

施策の体系

若者や女性などの地元定着を促進するため、地元企業などに触れる機会を充実す
るとともに、（仮称）柏崎市U・Iターンセンター *と関係機関が連携し、U・Iターン*
求職者に対して積極的な働き掛けを行います。

また、性別や年代にかかわらず、多様な人材の活躍により企業の力を高めるため、
子育てや介護などと仕事が両立できるよう、企業等のワーク・ライフ・バランス＊への
理解を促進するとともに、職場環境の整備等について支援します。

農業は、新規就業者の受け皿となる農業経営体の育成と人材の確保に取り組むと
ともに、林業及び水産業は、関係機関や団体における雇用の拡大に取り組みます。

起業・創業しやすいまちを目指し、商工会議所や商工会、金融機関等との連携によ
る支援を充実するとともに、中小企業者の事業承継を円滑に進めるための支援を行
います。

柏崎フロンティアパークへの企業誘致を進め、新たな雇用の創出につながるよう、
企業誘致に向けた情報の発信や収集活動を推進するためのネットワークの強化と優
遇措置を充実します。

第1節　『豊かな』暮らしを支える多様な働く場をつくる

΍ब࿑機会Λॆ࣮ͤ͞Δڥ؀༺ޏ̍ 
（１）若者や女性の地元定着の推進　（２）ワーク・ライフ・バランスの推進
（３）農林水産業における雇用・就業支援の充実
（４）地元企業等への雇用・就労支援の推進

   ԉ͢Δࢧ業ɾ૑業Λى̎ 

（１）起業・創業支援の充実　（２）事業承継支援の推進

 ̏企業༠கΛਐΊΔ   

（１）企業立地の促進

ୈ̍અ　h ๛͔ͳ ฻ɦΒ͠Λ͑ࢧΔଟ༷ͳಇ͘৔Λͭ Δ͘
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1　雇用環境や就労機会を充実させる

本市では全国の地方都市と同様に、人口減少が続いています。特に、まちの将来
を担う若者の減少が顕著であり、総人口と共に生産年齢人口も減少していけば、地
域経済に多大な影響を及ぼすことが懸念されます。このため、若者を始め女性や高
齢者、障がいのある人などがそれぞれの特性を発揮しながら活躍できる雇用環境や
就労機会の充実を図ることが必要です。

若者に対しては、地元企業などの情報に触れ、その魅力を知る機会を増やすほか、
早期離職を未然に防ぐ取組など、就労支援の充実が必要です。あわせて、就労者の
受け皿となる企業や担い手の経営の安定を図ることが必要です。

女性の就労環境は改善が図られてきているものの、いまだに結婚・出産・育児等を
機に離職する女性が多い状況にあります。このため、女性がその個性と能力を発揮
し、働き続けることのできる職場環境の整備が必要です。あわせて、誰もがやりがい
や充実感を持ちながら多様な働き方が選択できるよう「仕事」と「生活」の調和に向
けたワーク・ライフ・バランス＊の推進が重要です。

高齢者が持つ豊富な技術や知識を次世代へ継承することは、高齢者の生きがい
につながるという観点からも重要です。また、障がいのある人が働く喜びを実感でき
る就労や職場定着への支援が必要です。

そして、これらの取組を一体的に進めながら、U・Iターン＊など市外からの人材の
確保にも積極的に取り組んでいくことが必要です。

市内ߍߴɾେֶ৽نଔ業ੜͷ஍ݩब৬

現況と課題

 

- 㻝㻜2 - 

 ৷୭୆ृ಺ௌਃভをౄৰऔचる౻ ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市䛷䛿全ᅜのᆅ᪉㒔市とྠᵝに、ேཱྀ減ᑡが⥆い䛶います。≉に、ま䛱のᑗ᮶をᢸ䛖ⱝ

者の減ᑡが㢧ⴭ䛷䛒り、総ேཱྀと共に⏕⏘ᖺ㱋ேཱྀも減ᑡし䛶いけ䜀、ᆅᇦ経῭にከ኱なᙳ

㡪をཬ䜌すことがᠱᛕ䛥れます。このため、ⱝ者をጞめዪᛶや㧗㱋者、㞀がいの䛒るேなどが

䛭れ䛮れの≉ᛶをⓎ᥹しなが䜙ά㌍䛷きる㞠⏝⎔ቃやᑵປᶵ఍の඘ᐇを図ることがᚲせ䛷

す。 

ⱝ者にᑐし䛶䛿、ᆅඖ௻業などの᝟ሗにゐれ、䛭の㨩力を▱るᶵ఍を増やす䜋か、᪩ᮇ㞳

⫋をᮍ↛に㜵䛠ྲྀ⤌など、ᑵປᨭ᥼の඘ᐇがᚲせ䛷す。䛒䜟䛫䛶、ᑵປ者のཷけ─となる௻

業やᢸいᡭの経営のᏳ定を図ることがᚲせ䛷す。 

ዪᛶのᑵປ⎔ቃ䛿ᨵၿが図䜙れ䛶き䛶いるものの、いま䛰に⤖፧・ฟ⏘・⫱ඣ等をᶵに㞳⫋

するዪᛶがከい≧ἣに䛒ります。このため、ዪᛶが䛭のಶᛶと⬟力をⓎ᥹し、働き⥆けることの

䛷きる⫋ሙ⎔ቃのᩚഛがᚲせ䛷す。䛒䜟䛫䛶、ㄡもがやりがいや඘ᐇឤを持䛱なが䜙ከᵝな働

き᪉が㑅ᢥ䛷きるよ䛖「௙事」と「⏕ά」のㄪ࿴に向けた䝽ー䜽・䝷䜲䝣・䝞䝷䞁ス＊の᥎進が㔜せ䛷

す。 

㧗㱋者が持䛴㇏ᐩな技術や▱㆑をḟୡ௦䜈⥅ᢎすること䛿、㧗㱋者の඘ᐇឤとい䛳た⏕き

がいに䛴ながるとい䛖ほⅬか䜙も㔜せ䛷す。また、㞀がいの䛒るேが働䛟႐䜃をᐇឤ䛷きるᑵປ

や⫋ሙ定╔䜈のᨭ᥼がᚲせ䛷す。 

䛭し䛶、これ䜙のྲྀ⤌を一体的に進めなが䜙、㼁・㻵 䝍ー䞁＊など市እか䜙のேᮦの☜保にも積

ᴟ的にྲྀり⤌䜣䛷い䛟ことがᚲせ䛷す。 

 

 ब৬ݩੜͷ஍ۀଔنɾେֶ৽ߍߴ಺ࢢ
ʢ୯Ґɿਓɾˋʣ 
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（１）若者や女性の地元定着の推進 «地域の宝・育成戦略»
若者に対して、地元企業に関する情報提供や就労支援を充実するとともに、（仮

称）柏崎市U・Iターンセンター *を設置し、市外の新規学卒者やU・Iターン*求職者
の還住・移住による地元定着に取り組みます。

また、働く場面において、女性の力が十分に発揮できるよう、雇用者及び被雇用者
の意識の醸成に取り組むとともに、企業や事業者などが進める職場環境づくりを支
援します。

（２）ワーク・ライフ・バランスの推進 «地域の宝・育成戦略»
仕事と家庭生活などが両立され、男女が共に働きやすい職場環境づくりを推進す

るため、企業や事業者に対して、ワーク・ライフ・バランス*の重要性の理解を促進し
ます。

（３）農林水産業における雇用・就業支援の充実
農林水産業の持続性を高めるため、農業では、新規就業者の就業初期段階にお

ける経済的・技術的支援を充実するとともに、都市部の若者の農山漁村への回帰志
向を捉えた新規就業者の確保に積極的に取り組みます。

また、林業・水産業では、技術の継承と後継者の育成のため、個別経営体での後
継者を育成するとともに、森林組合、漁業組合、魚市場などの関係機関における組織
内従業者の雇用拡大に取り組みます。

（４）地元企業等への雇用・就労支援の推進 «地域の宝・育成戦略»
若者の地元定着を推進するため、新規学卒者の採用に積極的な地元の企業や事

業者等に対して、企業情報の発信機会を充実します。一方、新規学卒者に対しては、
企業説明会や企業見学会など、採用に積極的な地元の企業や事業者等の情報発信
の場を提供することにより、求人活動を支援します。

また、若者や女性、障がいのある人や高齢者などの採用に積極的な企業や事業者
等に対して、各種助成金制度等を活用した人材確保支援を進めます。

さらに、高齢者の生涯を通じたキャリア意識を構築するため、就労意欲の醸成を図
るとともに、高齢者雇用を推進します。

主要施策の
基本方向
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施策の目標指標

主要な事務事業
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ワーク・ライフ・バランスセミナー

高校生対象企業説明会
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- 㻝㻜㻢 - 

 କ঵・൉঵を੍ରする ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市の事業ᡤᩘ䛿、経῭・♫఍ᵓ㐀のኚ化や経営者の㧗㱋化にక䛖ᚋ⥅者୙㊊などにより

ᖺ䚻減ᑡし䛶います。 

市ෆ事業者の 㻥㻥䠂௨上を中ᑠ௻業者が༨め䛶おり、これ䜙の事業者がこれま䛷ᇵ䛳䛶きた

技術や⫱䜣䛷きたேᮦ、ᢞ㈨㈨※䛿、ᮏ市の⏘業をᨭ䛘る♏䛷䛒ることか䜙、このまま事業ᡤ

ᩘの減ᑡഴ向にṑṆめが᥃か䜙なけれ䜀、㞠⏝力のపୗ、⏕⏘ཬ䜃ᾘ費άືの೵⁫など、ᆅ

ᇦά力のపୗがᠱᛕ䛥れます。 

このため、௒ᚋ䛿、中ᑠ௻業者にᑐし、持⥆的な経営のためのᨭ᥼に加䛘䛶中長ᮇ的な経

営計画を見ᤣ䛘た事業ᢎ⥅䜈のྲྀ⤌を㛵係ᶵ㛵とともにಁすことがᚲせ䛷す。 

䛒䜟䛫䛶、ᆅᇦ経῭の新たなᢸいᡭとし䛶ᮇᚅ䛥れるⱝ者やዪᛶなどが㉳業・๰業䛷きる⎔

ቃをᩚഛし、ከᵝな働き᪉を㑅ᢥ䛷きる௙⤌䜏づ䛟りが㔜せ䛷す。 

 
։ۀ཰ 

ʢ୯Ґɿˋʣ 
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ࣾ௕ͷͨ·͝क़ 

2　起業・創業を支援する

本市の事業所数は、経済・社会構造の変化や経営者の高齢化に伴う後継者不足
などにより年々減少しています。

市内事業者の99％以上を中小企業者が占めており、これらの事業者がこれまで培
ってきた技術や育んできた人材、投資資源は、本市の産業を支える礎であることから、
このまま事業所数の減少傾向に歯止めが掛からなければ、雇用力の低下、生産及び
消費活動の停滞など、地域活力の低下が懸念されます。

このため、今後は、中小企業者に対し、持続的な経営のための支援に加えて、中長
期的な経営計画を見据えた事業承継への取組を関係機関と共に促すことが必要
です。

あわせて、地域経済の新たな担い手として期待される若者や女性などが起業・創
業できる環境を整備し、多様な働き方を選択できる仕組みづくりが重要です。

։業཰

現況と課題

社長のたまご塾
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- 㻝㻜㻣 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ㉳ᴗ䞉๰ᴗᨭ᥼䛾඘ᐇ 䍾⏘ᴗ䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁ᡓ␎䍿 

㉳業・๰業ᕼᮃ者のⓎ᥀ཬ䜃⫱ᡂを進めるため、㛵係ᶵ㛵との連携による一体的な┦ㄯ体

制や⫱ᡂᨭ᥼をᣑ඘します。 

市ෆの㛤業⋡の向上を┠指し、㉳業・๰業ᕼᮃ者がᗑ⯒運営のヨ行的経㦂を積䜏㔜䛽たり、

㉳業・๰業ᕼᮃ者間の஺ὶをಁしたりするྛ✀ᨭ᥼を඘ᐇするとともに、㉳業・๰業に係る㈨㔠

ㄪ㐩を෇⁥に行䛖体制をᩚഛします。 

䠄䠎䠅 ஦ᴗᢎ⥅ᨭ᥼䛾᥎㐍 䍾ᆅᇦ䛾ᐆ䞉⫱ᡂᡓ␎䍿 

中ᑠ௻業者がこれま䛷ᇵ䛳た経営㈨※を保全し、ᆅᇦ経῭の持⥆ᛶを㧗めるため、事業ᢎ

⥅の㔜せᛶにᑐする経営者のព㆑を㔊ᡂするとともに、㛵係ᶵ㛵との連携による┦ㄯ体制をᩚ

ഛします。 

 

໨ඪࢦඪ ࡏݱ஋ʢฏ੒ �� ೥౓ʣ ໨ඪ஋ʢฏ੒ �� ೥౓ʣ 

ദ࡚஍Ҭͷ։ۀ཰ ���ˋ ���ˋ 

�� ʣ ʵܭʢྦྷڙձͷఏػश͢Δֶ͍ͯͭʹܧঝۀࣄ ճ 

 

 ओମۀࣄ ཁ౳֓ۀࣄ ۀ ࣄ

૑ࢧۀԉۀࣄ ૑ۀ૬ஊମ੍ͷ֦ॆ 
๬ऀͱͷϚονϯάرۀ๬ऀͱഇرۀɾ૑ۀى
 ԉࢧ
૑ۀʹඞཁͳܦඅʹର͢Δࢧԉ 

ձɾ޻ձٞॴɾ঎޻ɾ঎ࢢ
ۚ༥ؔػ 

૑ۀ用εペーεିग़ۀࣄ ૑ऀۀ΁ͷ૑ۀ用εペーεͷିग़͠ ࢢ 

 ಈ׆ൃܒͷॏཁੑʹؔ͢Δܧঝۀࣄ ۀࣄԉࢧܧঝۀࣄ
૬ஊࢧԉମ੍ͷߏஙͱۀࣄঝܧʹର͢Δࢧԉ 

޻ձٞॴɾ঎޻ɾ঎ࢢɾݝ
ձɾۚ༥ؔػ 

 

  

（１）起業・創業支援の充実 «産業イノベーション戦略»
起業・創業希望者の発掘及び育成を進めるため、関係機関との連携による一体的

な相談体制や育成支援を拡充します。
市内の開業率の向上を目指し、起業・創業希望者が店舗運営の試行的経験を積み

重ねたり、起業・創業希望者間の交流を促したりする各種支援を充実するとともに、起
業・創業に係る資金調達を円滑に行う体制を整備します。

（２）事業承継支援の推進 «地域の宝・育成戦略»
中小企業者がこれまで培った経営資源を保全し、地域経済の持続性を高めるた

め、事業承継の重要性に対する経営者の意識を醸成するとともに、関係機関との連
携による相談体制を整備します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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3　企業誘致を進める

ものづくり産業の創造拠点を目指し、平成21年度に全31区画が分譲開始された
柏崎フロンティアパークは、本市の企業誘致の受け皿として大きな役割を担う産業団
地です。現在までに16区画が分譲・賃貸されています。

企業誘致は、地域産業の活性化と雇用の場の創出にとって重要な活動です。本
市への立地可能性を探るため、アンケートによる立地動向調査や関東在住の企業立
地推進員による情報収集活動など、様々な手段を用いて新たな企業誘致に取り組ん
でいます。

一方、企業誘致は、こうした活動の積み重ねだけでは進むものではありません。
企業は、費用対効果や国内外の経済情勢など、様々な状況を考慮しながら、設備

投資の経営的判断をしています。また、首都圏一極集中の経済構造も地方都市にと
っては大きなハンディキャップの一つといえます。さらに、人口、特に若者の減少が続
く中で、誘致企業に対する労働力の提供は、市内の既存企業の人員確保の困難さと
同様に大きな課題となっています。

企業誘致活動は、地域における雇用の場の確保という視点から、積極的かつ継続
的な取組が求められています。

ദ࡚ϑϩϯςΟΞύʔΫʹ͓͚Δ企業༠க

現況と課題

柏崎フロンティアパーク

 

- 㻝㻜8 - 

３ ੫঵ාಱをਤीる 

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ものづ䛟り⏘業の๰㐀ᣐⅬを┠指し、ᖹᡂ 㻞㻝 ᖺ度に全 㻟㻝 ༊画がศㆡ㛤ጞ䛥れた柏崎䝣䝻䞁䝔

䜱䜰䝟ー䜽䛿、ᮏ市の௻業ㄏ⮴のཷけ─とし䛶኱きなᙺ๭をᢸ䛖⏘業団ᆅ䛷す。⌧ᅾま䛷に 㻝㻢 ༊

画がศㆡ・㈤㈚䛥れ䛶います。 

௻業ㄏ⮴䛿、ᆅᇦ⏘業のάᛶ化と㞠⏝のሙの๰ฟにと䛳䛶㔜せなάື䛷す。ᮏ市䜈の❧ᆅྍ

⬟ᛶを᥈るため、䜰䞁䜿ー䝖による❧ᆅື向ㄪᰝや㛵ᮾᅾఫの௻業❧ᆅ᥎進ဨによる᝟ሗ཰㞟

άືなど、ᵝ䚻なᡭẁを⏝い䛶新たな௻業ㄏ⮴にྲྀり⤌䜣䛷います。 

一᪉、௻業ㄏ⮴䛿、こ䛖したάືの積䜏㔜䛽䛰け䛷䛿進䜐もの䛷䛿䛒りま䛫䜣。 

௻業䛿、費⏝ᑐຠᯝやᅜෆእの経῭᝟ໃなど、ᵝ䚻な≧ἣを⪃៖しなが䜙、設ഛᢞ㈨の経営

的ุ᩿をし䛶います。また、㤳㒔ᅪ一ᴟ㞟中の経῭ᵓ㐀もᆅ᪉㒔市にと䛳䛶䛿኱きなハ䞁䝕䜱䜻

䝱䝑䝥の一䛴とゝ䛘ます。䛥䜙に、ேཱྀ、≉にⱝ者の減ᑡが⥆䛟中䛷、ㄏ⮴௻業にᑐするປ働力

のᥦ౪䛿、市ෆの᪤Ꮡ௻業のேဨ☜保のᅔ㞴䛥とྠᵝに኱きなㄢ㢟とな䛳䛶います。 

௻業ㄏ⮴άື䛿、ᆅᇦにおける㞠⏝のሙの☜保とい䛖どⅬか䜙、積ᴟ的か䛴⥅⥆的なྲྀ⤌が

ồめ䜙れ䛶います。 

 
ദ࡚ϑϩϯςΟΞύʔΫʹ͓͚Δۀا༠க 

ʢ୯Ґɿ۠ըʣ 

۠  ෼ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ 

෼ৡɾ௞ି۠ը਺ʢྦྷܭʣ �� �� �� �� �� 

ʲࢿྉɿۀ޻ৼཱڵ஍՝ʳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ദ࡚ϑϩϯςΟΞύーΫ 
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- 㻝㻜㻥 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ௻ᴗ❧ᆅ䛾ಁ㐍 

௻業ㄏ⮴に向けた᝟ሗのⓎಙや཰㞟άືを᥎進するための䝛䝑䝖䝽ー䜽をᙉ化し、柏崎䝣䝻

䞁䝔䜱䜰䝟ー䜽のᅵᆅᡤ有者䛷䛒る中ᑠ௻業基┙ᩚഛᶵᵓをጞめ、┴などの㛵係ᶵ㛵と連携

しなが䜙、積ᴟ的な௻業ㄏ⮴άືにྲྀり⤌䜏ます。 

また、㟁※❧ᆅᆅᇦの≉ᛶをいかしたඃ఩ᛶを㍈に、௚ᆅᇦとの➇தにᡴ䛱຾䛴ඃ㐝制度

を᳨ウするとともに、よりከ䛟の᝟ሗ※か䜙有ຠな᝟ሗを཰㞟すること䛷、柏崎䝣䝻䞁䝔䜱䜰䝟ー

䜽の᪩ᮇ᏶኎を┠指します。 

 

໨ඪࢦඪ ࡏݱ஋ʢฏ੒ �� ೥౓ʣ ໨ඪ஋ʢฏ੒ �� ೥౓ʣ 

ദ࡚ϑϩϯςΟΞύーΫʹ͓͚Δ෼ৡɾ௞ି۠ը਺
ʢྦྷܭʣ �� ۠ը �� ۠ը 

 

 ओମۀࣄ ཁ౳֓ۀࣄ ۀ ࣄ

൫੔උجۀاɾதখࢢɾݝ ౳ʹؔ͢Δ৘ใऩू޲஍ಈཱۀا ۀࣄ஍ཱۀا
 ߏػ

ର͢ΔʹۀاԉͳͲɺ༠கࢧ用஍औಘʹର͢Δ ۀࣄɾཱ஍ଅਐڵৼۀا
༏۰੍౓ͷ࣮ࢪ 

 ࢢɾݝ

 

  

（１）企業立地の促進
企業誘致に向けた情報の発信や収集活動を推進するためのネットワークを強化

し、柏崎フロンティアパークの土地所有者である中小企業基盤整備機構を始め、県な
どの関係機関と連携しながら、積極的な企業誘致活動に取り組みます。

また、電源立地地域の特性をいかした優位性を軸に、他地域との競争に打ち勝つ
優遇制度を検討するとともに、より多くの情報源から有効な情報を収集することで、
柏崎フロンティアパークの早期完売を目指します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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外国人モニターツアー（わら細工体験）
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施策の方針

施策の体系

本市の基幹産業であるものづくり産業を中心に、本市の産業が有する資源価値を
高めることで、本市の産業の稼ぐ力を育みます。

商業では、意欲ある商業者への支援により、個店と共に商店街全体の魅力の創出
につなげ、人を引き付ける商店街の形成を目指します。

農業では、生産コストの低減につながる生産基盤の整備とともに、担い手への農地
の集積・集約を進めるほか、米などの農産物のブランド化による販売力強化に取り組
みます。また、林業では、林業経営体の経営力を強化するため、越後杉ブランドの販
売力強化や森林の保全と資源の循環創出に努めるとともに、水産業では、漁業者の
所得の向上と経営の安定化を図るため、水産物の認知度向上と付加価値化、漁業
者による直売機会の増加に向けた取組を進めます。

基幹産業であるものづくり産業では、引き続き優位性を高めるための人材の育成
に取り組みます。また、新たな設備投資や新製品・新技術の研究開発、販路開拓な
どに果敢に挑戦する企業等への支援を強化します。さらに、産学官金が一体となっ
て異業種連携による新事業の創出や再生可能エネルギー＊などの次世代エネルギ
ー＊の活用によるエネルギー・環境産業の創出に向けた研究、情報関連産業の振興
に取り組みます。

観光産業では、地域資源や特性をいかした魅力ある観光地域づくりを進めます。
また、地域全体でのおもてなしの向上に取り組むとともに、効果的な誘客活動とイン
バウンド*受入環境整備などに取り組むことで、交流人口を拡大します。 

第2節　『豊かな』産業を活かし稼ぐ力をはぐくむ

ΊΔߴ業ͷ૑଄ੑͱٕज़ྗΛ࢈̏ 
（１）技術の継承と人材の育成　（２）果敢に挑戦する企業等への支援の強化
（３）異業種や産学官金の連携による新事業の創出
（４）エネルギー・環境産業の創出　（５）情報関連産業の振興

 ̍঎業ͷັྗΛߴΊΔ   

（１）商店街の維持・活性化　（２）意欲ある商業者への支援

 ̎೶ྛਫ࢈業ͷ࣋ଓੑΛߴΊΔ   

（１）農林水産業の経営・販売力の強化　（２）地産地消と地産外消の推進
（３）農林水産業基盤の強化　（４）農山漁村の多面的機能の保全

 ̐஍Ҭݯࢿͷ׆༻ʹΑΓ࢈ޫ؍業ΛڧԽ͢Δ 

（１）魅力ある観光地域づくりの推進　（２）観光誘客活動の強化
（３）インバウンドの推進

ୈ̎અ　h ๛͔ͳ Ք͙ྗΛ͸͙͘Ή͔͠׆ɦ業Λ࢈
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1　商業の魅力を高める

本市の卸売業・小売業の事業所数は、平成19年の1,155店から平成26年の
814店に減少しています。この背景には、人口減少だけではなく、後継者のいない商
業者の廃業が進んでいること、本市商圏の消費者が近隣他市に流出していることな
どがあります。

こうした商業環境の縮小は、市内で生み出された資金が市外へ流出するだけでは
なく、将来的には、買い物環境の利便性の低下が危惧されます。

また、中心部の商店街には、中心市街地の活性化を担う大きな役割があることか
ら、一定規模以上の商業環境の維持が求められています。

このため、新たな顧客獲得や販路開拓などに意欲的な商業者に対して柏崎あきん
ど協議会*などの関係団体と共に支援を進めながら、個店と商店街の特色と魅力を
磨き上げ、市内外に発信することが必要です。

঎業ͷঢ়گ

現況と課題

ほんちょうマルシェ

 

- 㻝㻝2 - 

 ૹ঵भྟৡをৈीる ڭ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市の༺኎業・ᑠ኎業の事業ᡤᩘ䛿、ᖹᡂ 㻝㻥 ᖺの 㻝㻘㻝㻡㻡 ᗑか䜙ᖹᡂ 㻞㻢 ᖺの 㻤㻝㻠 ᗑに減ᑡし

䛶います。この⫼ᬒに䛿、ேཱྀ減ᑡ䛰け䛷䛿な䛟、ᚋ⥅者のいないၟ業者のᗫ業が進䜣䛷いるこ

と、ᮏ市ၟᅪのᾘ費者が㏆㞄௚市にὶฟし䛶いることなどが䛒ります。 

こ䛖したၟ業⎔ቃの⦰ᑠ䛿、市ෆ䛷⏕䜏ฟ䛥れた㈨㔠が市እ䜈ὶฟする䛰け䛷䛿な䛟、ᑗ᮶的

に䛿、㈙い≀⎔ቃの฼౽ᛶのపୗが༴᝹䛥れます。 

また、中ᚰ㒊のၟᗑ⾤に䛿、中ᚰ市⾤ᆅのάᛶ化をᢸ䛖኱きなᙺ๭が䛒ることか䜙、一定つᶍ

௨上のၟ業⎔ቃの維持がồめ䜙れ䛶います。 

このため、新たな㢳ᐈ⋓ᚓや㈍㊰㛤ᣅなどにពḧ的なၟ業者にᑐし䛶柏崎䛒き䜣ど協㆟఍＊

などの㛵係団体と共にᨭ᥼を進めなが䜙、ಶᗑとၟᗑ⾤の≉Ⰽと㨩力を☻き上䛢、市ෆእにⓎಙ

することがᚲせ䛷す。 

঎ۀͷঢ়گ 
ʢ୯Ґɿˋʣ 

۠  ෼ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ 

஍ߪݩങ཰ શ ඼ ໨ ���� ���� ���� ���� ���� 

ݍ঎ࢢദ࡚چ
ͷྲྀೖߪങ཰ 

ങ ճ ඼ˎ ���� ���� ���� ���� ���� 

४ങճ඼ˎ ���� ���� ���� ���� ���� 

 ��� ��� ��� ��� ��� ˎ඼ د ࠷

த৺෦঎ళ֗ͷར用ׂ߹ ���� ���� ���� ���� ���� 

ʲࢿྉɿ৽ׁݝத৺֗ࢢ஍ʹؔ͢Δݝຽҙࣝɾফඅಈ޲ௐࠪʳ 
˞த৺෦঎ళ֗ɿ੢ຊொɺ౦ຊொɺӺ௨Γɺਡ๚ொɺ࢛୩ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

΄Μͪΐ͏ϚϧγΣ 
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- 㻝㻝㻟 - 

【主要施策の基本方向】 

䠄䠍䠅 ၟᗑ⾤䛾⥔ᣢ䞉άᛶ໬ 

ᆅᇦ≉ᛶに‶䛱た㨩力䛒るၟᗑ⾤をᙧᡂするため、ಶᗑがྲྀり⤌䜐≉Ⰽ䛒るᗑづ䛟りやၟᗑ

⾤が⊂⮬にྲྀり⤌䜐௻画ᥦ᱌ᆺ䜲䝧䞁䝖をᨭ᥼します。 

䠄䠎䠅 ពḧ䛒䜛ၟᴗ⪅䜈䛾ᨭ᥼ 

新たな㢳ᐈ⋓ᚓや㈍㊰ᣑ኱、新ၟရ㛤Ⓨなどによる㟂せの๰ฟ、ಶᗑの㨩力やス䜻䝹の向

上を㞟ᐈに䛴な䛢るなど、積ᴟ的な事業ᒎ㛤を図るၟ業者をከ面的にᨭ᥼します。 

 

໨ඪࢦඪ ࡏݱ஋ʢฏ੒ �� ೥౓ʣ ໨ඪ஋ʢฏ੒ �� ೥౓ʣ 

஍ߪݩങ཰ શ ඼ ໨ ����ˋ ����ˋ 

 ങ཰ߪͷྲྀೖݍ঎ࢢദ࡚چ

ങ ճ ඼ˎ ����ˋ ����ˋ 

४ങճ඼ˎ ����ˋ ����ˋ 

 ˋ��� ˋ��� ˎ඼ د ࠷

த৺෦঎ళ֗ͷར用ׂ߹ ����ˋ ����ˋ 

 

 ओମۀࣄ ཁ౳֓ۀࣄ ۀ ࣄ

঎ੑ׆ۀԽਪਐݸ ۀࣄళͷັྗͷ্޲ͱফඅऀͷདྷళಈػʹͭͳ
͕Δऔ૊ʹର͢Δࢧԉ 
ۭ͖ళฮ౳Λ׆用ͨ͠ۀىɾ૑ۀ΍։ۀʹର
͢Δࢧԉ 
৽٬֫ސنಘɺൢ࿏֦େ΍৽঎඼։ൃʹର͢
Δࢧԉ 

 ձɾ঎ళ֗ٞڠɾࢢ

঎ళ֗Ξーέーυҡ؅࣋ཧۀࣄ Ξーέーυͷҡ؅࣋ཧʹର͢Δࢧԉ ࢢɾ঎ళ֗ 

঎ஂ޻ମࢧԉۀࣄ ঎ஂ޻ମͷ׆ۀࣄಈʹର͢Δࢧԉ ࢢ 

（１）商店街の維持・活性化
地域特性に満ちた魅力ある商店街を形成するため、個店が取り組む特色ある店づ

くりや商店街が独自に取り組む企画提案型イベントを支援します。

（２）意欲ある商業者への支援
新たな顧客獲得や販路拡大、新商品開発などによる需要の創出、個店の魅力やス

キルの向上を集客につなげるなど、積極的な事業展開を図る商業者を多面的に支援
します。

主要施策の
基本方向

施策の目標指標

主要な事務事業
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2　農林水産業の持続性を高める

本市の農業は、水稲が基幹作物であり、これまでほ場などの生産基盤の計画的な
整備を進めながら、担い手の確保・育成と農地の集積・集約により経営の効率化と安
定化を図ってきました。しかしながら、米価の下落や産地間競争の激化など、農業
経営を取り巻く状況は、厳しさを増しています。

持続的な農業の実現に向けては、米や農産物の他地域との差別化と高付加価値
化による経営基盤の強化、生産コストの低減に結び付くほ場整備や用排水施設など
の計画的な生産基盤の整備が求められています。また、老朽化が進んでいる農林水
産業施設は、機能保全や長寿命化など、適切な修繕・更新が必要です。

林業では、木材価格の低迷と森林所有者の高齢化などにより、森林の荒廃が進行
していることから、森林を適切に保全するため、効率的かつ安定的な林業経営体の
構築が必要です。

水産業では、漁業者の高齢化と担い手不足が進んでいることから、海産物の付加
価値化や魚食機会の増加対策など、漁業者の所得の向上につながる取組が求めら
れています。

こうしたことから、地場産農林水産物等の生産、販売、消費の拡大を一体的に進め
ることが重要です。特に、供給量が不足している農作物や海産物は、安定供給と消
費拡大に向けて生産者、提供者、消費者の意識の醸成が必要です。あわせて、市外
への地場産農林水産物の認知度向上と販売促進に向けた取組を強化していくこと
が重要です。

過疎化や高齢化により、農業・農村が有する多面的機能の維持が困難になりつつ
ある中山間地域などでは、広く住民の理解の下に、地域ぐるみでその機能を保全する
取組が必要です。

ਫా੔උ཰ٴͼݝӦ͔Μ͕͍ഉਫ事業ਐḿ཰

現況と課題
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 ஗௔਷ਓ঵भ੅ਢਙをৈीる ڮ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市の㎰業䛿、Ỉ✄が基ᖿస≀䛷䛒り、これま䛷䜋ሙなどの⏕⏘基┙の計画的なᩚഛを進め

なが䜙、ᢸいᡭの☜保・⫱ᡂと㎰ᆅの㞟積・㞟⣙により経営のຠ⋡化とᏳ定化を図䛳䛶きました。

しかしなが䜙、⡿౯のୗⴠや⏘ᆅ間➇தの⃭化など、㎰業経営をྲྀりᕳ䛟≧ἣ䛿、ཝし䛥を増し䛶

います。 

持⥆的な㎰業のᐇ⌧に向け䛶䛿、⡿や㎰⏘≀の௚ᆅᇦとのᕪู化と㧗௜加౯್化による経

営基┙のᙉ化、⏕⏘䝁ス䝖のప減に⤖䜃௜䛟䜋ሙᩚഛや⏝᤼Ỉ施設などの計画的な⏕⏘基┙の

ᩚഛがồめ䜙れ䛶います。また、⪁ᮙ化が進䜏、ᶵ⬟維持にᨭ㞀を᮶し䛶いる㎰ᯘỈ⏘業施設

のᶵ⬟保全や長寿命化など、適ษなಟ⧋・᭦新がᚲせ䛷す。 

ᯘ業䛷䛿、ᮌᮦ౯᱁のప㏞と᳃ᯘᡤ有者の㧗㱋化などにより、᳃ᯘのⲨᗫが進行し䛶いること

か䜙、᳃ᯘを適ษに保全するため、ຠ⋡的か䛴Ᏻ定的なᯘ業経営体のᵓ⠏がᚲせ䛷す。 

Ỉ⏘業䛷䛿、⁺業者の㧗㱋化とᢸいᡭ୙㊊が進䜣䛷いることか䜙、ᾏ⏘≀の௜加౯್化や㨶

㣗ᶵ఍の増加ᑐ⟇など、⁺業者のᡤᚓの向上に䛴ながるྲྀ⤌がồめ䜙れ䛶います。 

こ䛖したことか䜙、ᆅሙ⏘㎰ᯘỈ⏘≀等の⏕⏘、㈍኎、ᾘ費のᣑ኱を一体的に進めることが㔜せ

䛷す。≉に、౪⤥量が୙㊊し䛶いる㎰స≀やᾏ⏘≀䛿、Ᏻ定౪⤥とᾘ費ᣑ኱に向け䛶⏕⏘者、

ᥦ౪者、ᾘ費者のព㆑の㔊ᡂがᚲせ䛷す。䛒䜟䛫䛶、市እ䜈のᆅሙ⏘㎰ᯘỈ⏘≀のㄆ▱度向

上と㈍኎ಁ進に向けたྲྀ⤌をᙉ化し䛶い䛟ことが㔜せ䛷す。 

㐣␯化や㧗㱋化により、㎰業・㎰ᮧが有するከ面的ᶵ⬟の維持がᅔ㞴になり䛴䛴䛒る中ᒣ間

ᆅᇦなど䛷䛿、ᗈ䛟ఫ民の理ゎのୗに、ᆅᇦ䛠る䜏䛷䛭のᶵ⬟を保全するྲྀ⤌がᚲせ䛷す。 

ਫా੔උ཰ٴͼݝӦ͔Μ͕͍ഉਫۀࣄਐ௙཰ 
ʢ୯Ґɿˋʣ 

۠  ෼ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ ฏ੒ �� ೥౓ 

ਫా੔උ཰ ���� ���� ���� ���� ະެද 

 ���� ���� ���� ���� ���� ਐ௙཰ۀࣄӦ͔Μ͕͍ഉਫݝ

ʲࢿྉɿ৽ׁݝʳ 
 

 

 

 

 

 

 

 ʣޙ޻ʢॡۀࣄ๺෦஍۠΄৔੔උాߴ  
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（１）農林水産業の経営・販売力の強化
農業では、担い手の経営基盤を強化するため、地場産米のブランド化による販売

力強化や園芸との複合経営、六次産業化＊を推進します。また、有害鳥獣による農産
物被害の防止に取り組むとともに、コスト低減のための担い手への農地の集積・集約
化を推進します。

林業では、林業経営体の経営力を強化するため、民有林の森林整備と作業の機械
化を進めます。また、「市有林利活用計画」を策定し、市有林の活用に取り組みます。

水産業では、漁業者の所得の向上と経営の安定化を図るため、既存水産物の認
知度向上と未利用魚の付加価値化を進めるとともに、漁業者の直売機会の増加に
関係団体と連携して取り組みます。

（２）地産地消と地産外消の推進
地産地消＊を推進するため、安全・安心な農林水産物の生産振興とともに、生産

者・提供者・消費者の自発的な地産地消の意識啓発を進めるほか、需要と供給のマ
ッチングによる園芸作物の安定供給に努めます。また、地場産農林水産物の販売力
強化と新たな販路開拓を目指し、市外でのPR活動を展開します。

地域産材である越後杉ブランド認証材の利用を促進します。また、間伐材等をペ
レット工場や木質バイオマス＊発電への材料として、供給を促進します。

（３）農林水産業基盤の強化
農業は、ほ場や用水施設などの整備により、生産性の向上を図ります。また、排水

施設や集落道の整備による快適な農村生活環境の形成、たん水防除施設やため池
施設などの整備による防災・減災対策を推進します。

林業は、森林整備の施業集約化を図るため、路網整備に取り組みます。
水産業では、種苗放流により地場産水産資源の持続的かつ安定的確保を図ると

ともに、新たな放流種の可能性について検討します。

（４）農山漁村の多面的機能の保全
農業・農村が有する多面的機能を保全するため、地域を挙げて取り組む共同活動

を支援します。また、農業生産条件の不利な中山間地域等は、農業生産活動等に対
する支援により、耕作放棄地の発生抑制と活用に努めます。

適切な計画に基づいた森林整備や治山事業により、森林の保全と森林資源の循
環創出に努めます。

漁港海岸の侵食を防ぐ海岸保全施設の長寿命化を図り、背後地となる住宅地等、
市民の安全と財産を守ります。

主要施策の
基本方向
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3　産業の創造性と技術力を高める

機械金属系製造業は、地域間競争や価格競争が激化していることから、設備投資
や新製品・新技術の研究開発、新規受注開拓を目的とした展示会への出展など、新た
な取組への挑戦により、他社との差別化を図り、優位性を高めていくことが必要です。

本市の機械金属系製造業は部品製造が主であるため、中小製造業者が有する
個々の技術に磨きを掛け、更に付加価値の高い製品づくりに果敢に挑戦していくこと
が望まれます。

若手技能者の育成と技術の継承のため、産学官が連携してものづくりマイスターカ
レッジ＊を実施しています。また、地域産業の人材を確保するため、産業界と大学、高
校との連携によるインターンシップ＊等の就業体験事業を支援しています。引き続き、
これらの取組を支援し、若者の地元企業への就業率や定着率を高め、若者が地域
の産業界で力を発揮していくことが求められています。

新たな地域産業として、エネルギー・環境関連産業の創出に向けて研究・調査を行
っていますが、経済的・技術的課題等を克服しつつ、市場を開拓していくことが重要
です。また、他産業との異業種交流により新たな産業や事業の創出を図るなど、多様
な産業基盤の構築を進めていくことが必要です。

情報関連産業は、成長産業の一つとして、子育て世代の女性などにおいても就労
の場として期待されています。このため、官民一体で情報関連産業における新規事
業の創出やICT＊技術者の育成に努め、全国に通用する競争力を確立することが必
要です。

੡଄඼ग़ՙֹ౳

現況と課題

マイスターカレッジ
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３ ਓ঵भ൉ୗਙधૼ୒ৡをৈीる 

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᶵᲔ㔠ᒓ⣔〇㐀業䛿、ᆅᇦ間➇தや౯᱁➇தが⃭化し䛶いることか䜙、設ഛᢞ㈨や新〇

ရ・新技術の◊✲㛤Ⓨ、新つཷὀ㛤ᣅを┠的としたᒎ♧఍䜈のฟᒎなど、新たなྲྀ⤌䜈のᣮ

ᡓにより、௚♫とのᕪู化を図り、ඃ఩ᛶを㧗め䛶い䛟ことがᚲせ䛷す。 

ᮏ市のᶵᲔ㔠ᒓ⣔〇㐀業䛿㒊ရ〇㐀が୺䛷䛒るため、中ᑠ〇㐀業者が有するಶ䚻の技術

に☻きを᥃け、᭦に௜加౯್の㧗い〇ရづ䛟りにᯝᩒにᣮᡓし䛶い䛟ことがᮃまれます。 

ⱝᡭ技⬟者の⫱ᡂと技術の⥅ᢎのため、⏘学官が連携し䛶ものづ䛟り䝬䜲ス䝍ー䜹䝺䝑䝆＊を

ᐇ施し䛶います。また、ᆅᇦ⏘業のேᮦを☜保するため、⏘業⏺と኱学、㧗校との連携による䜲

䞁䝍ー䞁䝅䝑䝥＊等のᑵ業体㦂事業をᨭ᥼し䛶います。ᘬき⥆き、これ䜙のྲྀ⤌をᨭ᥼し、ⱝ者

のᆅඖ௻業䜈のᑵ業⋡や定╔⋡を㧗め、ⱝ者がᆅᇦの⏘業⏺䛷力をⓎ᥹し䛶い䛟ことがồめ

䜙れ䛶います。 

新たなᆅᇦ⏘業とし䛶、䜶䝛䝹䜼ー・⎔ቃ㛵連⏘業の๰ฟに向け䛶◊✲・ㄪᰝを行䛳䛶いま

すが、経῭的・技術的ㄢ㢟等をඞ᭹し䛴䛴、市ሙを㛤ᣅし䛶い䛟ことが㔜せ䛷す。また、௚⏘業

との␗業✀஺ὶにより新たな⏘業や事業の๰ฟを図るなど、ከᵝな⏘業基┙のᵓ⠏を進め䛶

い䛟ことがᚲせ䛷す。 

᝟ሗ㛵連⏘業䛿、ᡂ長⏘業の一䛴とし䛶、Ꮚ⫱䛶ୡ௦のዪᛶなどにおい䛶もᑵປのሙとし䛶

ᮇᚅ䛥れ䛶います。このため、官民一体䛷᝟ሗ㛵連⏘業における新つ事業の๰ฟや 㻵㻯㼀＊技

術者の⫱ᡂにດめ、全ᅜに㏻⏝する➇த力を☜❧することがᚲせ䛷す。 

੡଄඼ग़ՙֹ౳ 
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（１）技術の継承と人材の育成 «産業イノベーション戦略»«地域の宝・育成戦略»
本市のものづくり産業における技術の向上を図り、その優位性を高めるため、国家

資格である技能検定合格者の輩出を支援し、ものづくり技術の継承と人材の育成に
取り組みます。

また、将来のものづくり産業を担う子どもや若者の製造業に対する理解を深めるた
め、教育機関と連携し、より実践的な就業体験の在り方を検討します。特に、ものづく
り産業への女性の理解を深めるため、中学校や高校の女子生徒に対する製造業の
紹介活動や工場見学の場を設ける取組を進めます。

（２）果敢に挑戦する企業等への支援の強化 «産業イノベーション戦略»
本市のものづくり産業の基盤強化につながる設備投資や新製品・新技術の研究

開発及び販路開拓など、新たな事業展開に積極的に取り組む企業に対して、関係機
関との連携の下で支援します。

特に、環境・エネルギー、健康・福祉、航空・宇宙など、今後成長が期待される分野
への進出のほか、製造業の競争力強化につながるICT＊を活用した新たな取組を支
援します。

（３）異業種や産学官金の連携による新事業の創出 «産業イノベーション戦略»
個々の企業が持つ技術や地域資源を活用し、新たな事業・産業を創出するため、

従来の産学官連携に加えて異業種連携を支援するとともに、大学と企業、金融機関
との連携を促進します。

（４）エネルギー・環境産業の創出 «産業イノベーション戦略»
再生可能エネルギー＊の活用、水素の導入・活用に対する研究と一体的に、既存産

業が有する技術導入を視野に入れながら、新産業の創出を進めるため、次世代エネ
ルギー＊の活用の方向性を示す「地域エネルギービジョン」を策定します。

エネルギー・環境産業に対する市民や企業などの意識の醸成や理解を促進するた
め、市民生活の向上や地域産業の活性化につなげる視点を持ちながら、産学官金が
一体となって次世代エネルギーの活用について研究を進めます。

（５）情報関連産業の振興
高付加価値事業への移行及び技術、事業開発、営業のバランスの取れた人材の

育成などに対する支援により、本市における情報関連産業の存在感を高め、持続的
発展のための基礎づくりを進めるとともに、若者や女性などの雇用を創出します。

主要施策の
基本方向
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施策の目標指標

主要な事務事業
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見本市共同出展事業

ロボット工作教室
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4　地域資源の活用により観光産業を強化する

本市の観光入込客数は、年間400万人前後で推移していますが、夏季（７～９月）
の観光入込客数が年間の約５割を占め、夏季を中心とした誘客の構造となっていま
す。加えて、宿泊を伴わない通過型観光が多いことから、観光消費額は、伸び悩んで
います。

このため、本市が有する豊かな自然や景観、食などの地域資源をいかし、四季を通
じた魅力の創出により、観光誘客の促進に取り組むことが必要です。

国内外に向けた積極的な誘客活動を展開するため、近隣自治体などとの連携によ
り観光資源をつないだ魅力ある周遊ルートを形成するなど、広域連携による取組を
拡大していくことが重要です。また、多様化する情報発信ツールに対応した効果的な
観光情報の発信が求められています。

さらに、短期間で市外から多くの観光客を集客する既存イベントについて、観光関
係事業者との連携により、新たな経済効果を創出する仕組みづくりが必要です。

日本の文化や食に対する国際的関心の高まりから、訪日外国人旅行者数は増加
傾向にあります。本市においても、東京オリンピック・パラリンピックの開催を見据え、
訪日需要を取り込むための受入体制や環境の整備が重要です。

٬ޫ؍

現況と課題

鯨波海水浴場
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 ৉ୠৱ౺भણ৷にेॉ௴୾ਓ঵をਘ৲する ڰ

【ྵඞƱᛢ᫆】 

ᮏ市のほගධ込ᐈᩘ䛿、ᖺ間 㻠㻜㻜 ୓ே๓ᚋ䛷᥎⛣し䛶いますが、ኟᏘ䠄䠓䡚䠕᭶䠅のほගධ

込ᐈᩘがᖺ間の⣙䠑๭を༨め、ኟᏘを中ᚰとしたㄏᐈのᵓ㐀とな䛳䛶います。加䛘䛶、ᐟἩを

క䜟ない㏻㐣ᆺほගがከいことか䜙、ほගᾘ費㢠䛿、ఙ䜃ᝎ䜣䛷います。 

このため、ᮏ市が有する㇏かな⮬↛やᬒほ、㣗などのᆅᇦ㈨※をいかし、ᅄᏘを㏻䛨た㨩力

の๰ฟにより、ほගㄏᐈのಁ進にྲྀり⤌䜐ことがᚲせ䛷す。 

ᅜෆእに向けた積ᴟ的なㄏᐈάືをᒎ㛤するため、㏆㞄⮬἞体などとの連携によりほග㈨

※を䛴ない䛰㨩力䛒る࿘㐟䝹ー䝖をᙧᡂするなど、ᗈᇦ連携によるྲྀ⤌をᣑ኱し䛶い䛟ことが㔜

せ䛷す。また、ከᵝ化する᝟ሗⓎಙ䝒ー䝹にᑐᛂしたຠᯝ的なほග᝟ሗのⓎಙがồめ䜙れ䛶

います。 

䛥䜙に、▷ᮇ間䛷市እか䜙ከ䛟のほගᐈを㞟ᐈする᪤Ꮡ䜲䝧䞁䝖に䛴い䛶、ほග㛵係事業者

との連携により、新たな経῭ຠᯝを๰ฟする௙⤌䜏を䛴䛟ることがᚲせ䛷す。 

᪥ᮏのᩥ化や㣗にᑐするᅜ㝿的㛵ᚰの㧗まりか䜙、ゼ᪥እᅜே᪑行者ᩘ䛿増加ഴ向に䛒り

ます。ᮏ市におい䛶も、ᮾி䜸䝸䞁䝢䝑䜽・䝟䝷䝸䞁䝢䝑䜽の㛤ദを見ᤣ䛘、ゼ᪥㟂せをྲྀり込䜐

ためのཷධ体制や⎔ቃのᩚഛが㔜せ䛷す。 
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（１）魅力ある観光地域づくりの推進 «魅力あるまち形成戦略»
花火、海、食、酒、景観、歴史・文化などの多様な地域資源を磨き上げ、また、新たな

資源を掘り起こすことによって地域の魅力を高め、市民が誇りと愛着の持てる地域づ
くりを進めます。さらに、地域全体で観光客に対する「おもてなしの心」を醸成すると
ともに、観光ガイドを始めとした人材を育成します。

関係団体との連携の下、誘客のターゲットを明確にし、体験や交流などを取り入れ
た着地型＊・通年型の観光ルートづくりを進めます。また、ソーシャルメディア＊を活用
して地域の魅力を効果的に発信します。

（２）観光誘客活動の強化
上越新幹線及び北陸新幹線をいかし、近隣自治体などとの広域連携による取組を

進めるとともに、柏崎らしい魅力を明確に打ち出し、首都圏や北陸圏、関西圏など、県
外での知名度の向上及び誘客のための事業を展開し、交流人口を拡大します。
「海の柏崎」の魅力を高めるため、柏崎港周辺一帯のみなとオアシス＊への登録

に向けた取組を進めるとともに、他地域と差別化したイベントや情報発信により、に
ぎわいの創出を図ります。また、柏崎港へのクルーズ船の誘致に取り組むとともに、
42kmの海岸線に沿った観光資源を結ぶモデルコースを策定することにより、更なる
誘客促進を図ります。

観光関係事業者と連携し、「ぎおん柏崎まつり海の大花火大会」を始めとした既存
イベントについて、新たな付加価値の創出と観光客の満足度の向上を図り、長期滞
在やリピーターの獲得へとつなげます。

（３）インバウンドの推進
外国人観光客の誘客を促進するため、東京オリンピック・パラリンピックの開催を

視野に入れ、広域関東周遊ルートなどによる広域連携を進めながら、柏崎独自の日
本文化体験や和食の提供などの滞在プログラムの構築や公衆無線LAN＊の整備な
どに取り組み、外国人観光客の受入環境を整えます。

また、観光関係団体と連携し、外国人観光客向けの着地型観光＊ツアーなどの商
品開発を進め、戦略的なプロモーションを展開します。

主要施策の
基本方向
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੢ࢁ;Δ͞ͱؗలࣔࣨϦχϡ
ーΞϧۀࣄ 

లࣔࣨͷϦχϡーΞϧ ࢢ 

ಓͷӺ෩ͷٰถࢁ੔උۀࣄ ϦχϡーΞϧʹܭ͚ͨ޲ըͷݕ౼ɺઃܭɺࢢ ࣄ޻ 

দӢࢁ૳੔උۀࣄ ௐࠪઃٴܭͼ࠶੔උࢢ ࣄ޻ 

౎ެࢢԂ੔උۀࣄ ੺ެࢁࡔԂͷௐࠪઃٴܭͼ࠶੔උࢢ ࣄ޻ 

͓͗Μദ࡚·ͭΓۀࣄ ͓͗Μദ࡚·ͭΓͷ։ࢢ ࠵ɾࢍڠձ 

দӢࢁ૳ϥΠτΞοϓߚ ۀࣄ༿ͷϥΠτΞοϓ ࢢɾ࣮ߦҕһձ 

෩౔৯ී֦ٴେɾൢചଅਐۀࣄ ఻౷తͳڷ౔ྉཧ΍஍৔࢈ͷ৯ࡐΛͨͬ࢖ྉ
ཧΛݯࢿޫ؍ͱͯ͠ੵۃతʹ׆用ɾ13 

 ҕһձߦɾ࣮ࢢ

͔͠Θ͖͟ັྗݟൃ࠶ɾ༠٬ਪ
ਐۀࣄ 

·ͪ͋Δ͖ίーεͷ঎඼։ൃٴͼ৘ใൃ৴ ࢢ 

༠٬એ఻ۀࣄ ϙελーɺύϯϑϨοτ౳ͷ࡞੒ ࢢ 

 ࢢ ϓϩϞーγϣϯޫ؍ΑΔઓུతͳʹܞҬ࿈޿ ۀࣄਪਐޫ؍Ҭ޿

Πϯό΢ϯυˎਪਐࠃ֎ ۀࣄਓ٬ޫ؍ͷडೖମ੍ͷߏங 
଺ڥ؀ࡏͷ੔උɺ঎඼଄੒ɺϓϩϞーγϣϯ 

 ձٞڠɾࢢ

 

  

施策の目標指標

主要な事務事業




